（様式第1）

語学ボランティア登録申請書

　　年　　月　　日
　(宛先)　 多文化共生・男女共同参画課長　

語学ボランティア制度要綱第５条の規定により、申請します。
	フリガナ
	
	男
・
女
	(西暦)　　　　年　　月　　日生
	写　　　真
(スナップ写真可/すでに提出済みの方は不要)

	氏　　名
	
	
	
	

	在留資格
	【　　　　　　　　　　　　　　　】　資格外活動許可　有・無
(外国籍の方は、就労可能な在留資格、または「資格外活動許可」が必要です。)
	

	住　　所
	〒

	連 絡 先
	自　 宅（　　　－　　　　　－　　　　　）・携　 帯（　　　　－　　　　　－　　　　　）
ﾌｧｯｸｽ（　　　－　　　　　－　　　 　）*昼間連絡可能な方に○をしてください。( 自宅 ・ 携帯 )

	E-mail
	PC：
携帯：



	あてはまるものに○をして下さい。

	市や他機関で開催する研修案内などお知らせの送付方法
	・メールを希望　　　・郵送を希望

	活動可能日
	月・火・水・木・金・土・日
	活動可能時間
	午前・午後・いつでも



	通訳レベル
(当てはまるものに☑をしてください)
	【日本語】
□母語　　□母国語並みに会話ができる　□日常会話は支障なくできる
□簡単な日常会話ができる

	
	【　　　　　　　語】*日本語以外の通訳可能な言語を記入してください。
□母語　　□母国語並みに会話ができる　　□日常会話は支障なくできる
□簡単な日常会話ができる

	翻訳レベル
(当てはまるものに☑をしてください)
	【日本語⇒　　　　　語】 
□専門的な文書を翻訳できる　　  □一般的な文書を翻訳できる　　
□簡単な文書を翻訳できる

	
	【　　      　語⇒日本語】
□専門的な文書を翻訳できる　　  □一般的な文書を翻訳できる　　
□簡単な文書を翻訳できる

	通訳･翻訳
経験
	

	他団体での
活動経験
	(ある場合のみ、団体名・活動内容等詳しくお書きください。)


【裏面もご記入ください。】


	語学に
関する資格
	　　　　　　　　　(　　　　年取得)  　　　　　　　　　　　　
	(　　　　年取得)

	
	　(　　　　年取得)　
	(　　　　年取得)

	語学以外に
関する資格
	　　　　　　　　　(　　　　年取得)  　　　　　　　　　　　　
	(　　　　年取得)

	
	　(　　　　年取得)　
	(　　　　年取得)



	あてはまるものに☑をして下さい。

	専門的な知識や得意な分野
	□教育　□子育て　□生活相談　□在留資格　□母子保健　　□災害・防災　□観光　
(その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　

	PC使用　
	□可　□不可　　　
	使用可能ソフト
	□Word　□Excel  (その他　　　　　　　　　　　) 



	多文化共生情報プラザでは多文化理解講座(各国の様々な文化の紹介)を行っています。そのような機会に何か紹介できるものはありますか。ある方はご記入ください。(例：○○の伝統舞踊を踊れる。○○料理の紹介ができるなど。) 





※在留資格をはじめ記載内容に変更等が生じた場合は、多文化共生情報プラザへお知らせください。
※記載された個人情報は、語学ボランティア制度に関する (　　　)事務連絡に使用し、他の目的には一切使用しません。
※通訳派遣については、ボランティア保険に加入いたします。

1． 私は、ボランティア活動中に知り得た他人の個人情報（プライバシー）を漏らさないこと、またボランティア登録を解除した後も、活動中と同様に、秘密を守ることを約束します。

2． 保険や宗教への勧誘など、依頼者との個人的な関係を一切持たないようにいたします。

本登録内容に相違がないことを確認し、以上に同意したうえで、ボランティア活動に誠実に取り組みます。

　　　　 年　　 月 　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　氏名　　　　　　　　　　　　

〔満18歳未満の申請者は、保護者の同意が必要です。〕
　　　上記の者の登録については、これに同意いたします。

　　　　 年　　 月 　　日

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _GoBack]氏名　　　　　　　　　　（続柄）　　　
